


ﾐｽﾞﾅﾗ堅果結実調査の結果がまとまりました’
Iノスマスlｊ ～５年ぶりの凶作になりました～

鰄年災施している「ミズナラlliK染結実綱奄」

のＷＬ1,k１７年の調壷結果がまとまりました。

このiiMl夜は知床半島の１２奨な樹匝の一つであ

るミズナラのドングリの結実を綱べていて平成

元年から齢年実施しています。綱査地は知床半

島の満膳別１５本・イタシュペツI（)木の二箇

所に,性けられ，全部で２５`ﾄﾞのミズナラを調衡

水として進んでいます。ドング'）を膿めるのは

９１１［二↑ﾘから１０月ｒｌ１ｉりまで，一週ＭＩＩ膝に集め

ます。その力法は，待洲術木の枝の下に．ドン

グリを受けIこめるための寒冷紗(かんれいしゃ）

で作った１点IJlJ方のトラップ（ザ典右）を調査

Ｆ木Ｍ鳶当たり３個。全部で７５１１３１識続し，そこ
は…Milずつ填さを載り．ilIさ、ＩＪＩ数を集計し樹

獺５９回簾とのふれあい『燦のj,凹みのクリスマス

リース作り』を１１月２０１１（'１）当センター２階

のセミナー竈で尖施しました。

参jJⅡ,驍は斜里Ⅲ｢のご鮒人〃をrll心とした１９橘で、

『'１には７才の子供さんや網雌から参ⅡしてIEIいたか

もいらっしゃいました。

当I]、識師としてお柵きした，ｌｕｒｌＪ１で拳道教室を

lIHいている古川範.ｆさん他２名よI〕蝋Ｉｿ}を受けリー

ス作りに取りかかりました。ＴＬ順は臓只が予め剛葱

したトドマツの伎先を切り収l〕マツの穂先を一握り

ずつ求にするという地道な作蝿から始まり、その後、

その求を針金を輪にした縁組みにくくりつけ、飾り付けとして金色のベルやリボン・腿ぼつくIフヘ

を１１i(り|､lけ仕上げるというものです。牌さん作蝿に集中されると、予定の311＃|iilがあっという間

に過ぎてしまいましたが、出来'二がったリースからは、自然の素材ならではのトドマツの存【)が

源い，「すてき！」と皆さん満足されていました。クリスマスには畿堆な弊'1N気の手作りリース
が飾'られ索敵な夜になったでしょう。

卿般祷し，そこに霧下するドングリを集めます。集めたドングI」

Ｗｌ数を集計し樹冠lliifjHに対する係数をかけて激11tを算llLます。

今年度のＩ凋査結果はハョのグラフのよう

になりました。iIM1寵,ｋ】イ爵'Mた1)のドン

グリの数は平均４３９粒。ドングリ1粒

あたりの平均垂･'1kは０．８グラムとＷ:砿

１２年から５年ぶりのlXl作となりました。

今年度は全道的にも１人|作となり、その影

辮でクマの被害が多かったとの報道があ

りましたが、jwll床においては，マスの遡

上など他の餌が蝿uliなことから堅果の|<’

'１２がクマに与える形緋は限定的と忠わｵ１

ます。

近年，豊作が無いことから来年度は脳

作が期待できるかもしれません。
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『冬休み親子木工体験』を開催

鯛６０Ｍ螺とのふれあい『冬休み糊i名木T:体験』を、

’１１１４１１（上）に当センター２階のセミナー室でiM

liKし、斜'１１|{1｢の親~ｆ２３ｆＨ１が参｣ｊｌ１しました。Ｉ:作は、

あらかじめ)１１意した小枝・小{:i・マツカサ・落ち蕊を

大小プレートの上で組み合わせ、撰綴剤でMjl定する人

形作りと、落ち葉をシートに挟み、色つきセロファ>ａ
で飾る露ち蕊のステンドグラス作りの２種類を行いま

した。｛１頭。センター職員から作成方法や刃物の取扱

いの注意等を聞いた後、ｒ供進は什胤好きな材料を手

に:[作づくりに取りかか１，ました。一人で熱中する「
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馨君 知床国立公園利用適正化検討会議が開催されました
置灘壷喜再’＿畠

111;年１２川６１１（火）にrlT際１１ヒトーヨーグランドホテルにおいて標記会合がllllllRされました。こ

の会,綱は、第96号でもお知らせしましたが、対象エリアを『知床llllllを含むｌｊ１ｃ端部地区｣』と『知

ｂｌﾐ辿'1１（雛、岳～硫蕊'１小ｉＩ１ｉｉﾐif湖及びMlilIilr遊略liijl辺を含む「中央部地区ＬＲに分け、それぞ

れについて適砿な利用のためのルール作りを進めることを目的として行われています。

既に111'iエリアの「利)１１遮'1{化｣$し本ﾎﾟIl1IlIjが索だされており、今会離ではそれに基づき、，iili荷は

迦():llIJimとしてﾄﾞﾘﾊﾞl瀞に水す［ﾄﾞ'１１１１の心得」の具体化、後瀞はエリアの細分化と取り扱う優先1,M１

位及び方針が縦論されました。また、会議冒頭には、観光客の急増により「'然蝋嘘への影響が深

刻化していることに鑑み、ルミシーズンが水|勝化するliiに述やかに示すべき>'6端ＮＩＩ地陛の利),,マナ
ーの１，Mjilllﾉﾘ容についても懲兇交換がなされました。

会雌のＩｌ１では、昨年の過j)i鶯溌鰍後の混雑状況の報繍簡行われ、観光スポットに人や車が殺到し

ている嫌'鷲が写真と共に示されました。（)卜せて新たな蹄みI《jけ跡の増力'１や瀞,Iﾄﾞきの確認なども報

鱒され知'j'てが持つ魅ﾉJである「秘境感」の喪失が1M獲的なものになりつつあることを感じると
ともに、早急な対策の必襲１１１§を11i認識する鴇ともなりました。

供もいれば、親ｆで協力して取りかかる参jlu背もいて、ｒｌ７には親の力が熱心に取り細んでいるケ

ースも見受けられました。素材は身のllilりにありふれているものでも、｜W段なかなかする艤会の
ない水I二作に参lⅡ1瀞一同満足して１１;iいたようでした。｛I|来た作'１１１１はおそらく冬休みの情趣に使わ
)１１るのでしょう。これを機会に、身の１１１１)の''1然に関心を持ってもらえたら良いとMJlいました。
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